
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不祥事はダメ！絶対に。 
大切な子どもたちを守ろう。そして，自分も守ろう。 

想像してみよう。わいせつ行為を起こしたらどうなる？ 

思い出してみて。どうして学校園で働こうと思ったの？ 

 

・できないことができるようになったときの 

子どもたちの笑顔がやりがい。 

・子どもが好き。教えることが好き。 

・一緒に成長していける。唯一無二の仕事。 

・がんばる子どものために力を尽くし 

たい。 

・自分の仕事が子どもの成長につながる 

ことがうれしい。 

 

岡山市教育委員会では、わいせつ行為は免職と規程しています。性暴力等はすべてがアウトと覚え

ておいてください。 

 

不祥事を起こしたすべての人が後悔をしています。時は戻せません・・・。 

 

 

許せない。信頼していたのに。どう声をか

けていいのか分からない。代わってあげら

れるなら代わってあげたいのに，それもで

きない。目を離すと死んでしまうんじゃな

いか…。子どもの将来を考えると心配が尽

きない。 

・子どもが安心して通える学校であってほしい。 

・信頼できる先生でいてほしい。 

・子どもの成長を支えてほしい。 

・子どもが「学校楽しかった」と言って帰ってきて

ほしい。 

 
保護者が期待すること 

夜眠るのが怖い。目を閉じるのが怖い。学校に

行きたくない。大人を信じられない。親を悲し

ませてしまった。心配をかけたくない。先生を

信頼していたのに。どうして。 

 

思いはそれぞれ。 

でも，それぞれに崇高な理由があったはず。 

そして幸せにしたい相手は 

子どもたちのはず…。 

子どもたちを傷つけてはいけません！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・仕事上の悩みや職場の人間関係などは，一人で抱えず所属長に相談してみましょう。 

・岡山市教育委員会が行う各種健康相談もご活用ください。専門家が丁寧に対応します。 

→メンタルヘルス相談 ０８６－８０３－１５７２ 教育給与課福利厚生係 

→産業医相談      ０８６－８０３－１５７２ 教育給与課福利厚生係

→ハラスメント相談  ０８６－８０３－１５８６ 教職員課（人事係） 

不祥事を起こしてしまうのは，「依存症」という病気が原因である可能性もあります。意志 

の弱さやだらしなさではなく，やめたくてもやめられなくなるのが病気の怖さです。病気 

であれば適切な治療が必要であり，まずはカウンセリングなどで相談をしてみることが 

大切です。 

→依存症専門医療機関 ０８６－２２５－３８２１ 岡山県精神科医療センター 

 

日常点検チェックリスト ＜不祥事防止の１０項目＞ 

□児童生徒の相談を受けたり，個別指導を行ったりする場合には，管理職や同僚に告げてから行っ

ているか。 

□１対１で対応する場合には，ドアを開けておくなど，密室にならないよう工夫をしているか。 

□園児児童生徒に対して指導に不必要な身体接触をしていないか。 

□私用の携帯電話や端末を園児児童生徒に向けるなど，誤解を招くような行動をしていないか。 

□児童生徒と個人的なメール・SNS等のやりとりをしていないか。 

□個人情報をやむを得ず持ち出す場合は，必要な許可を取り，車中などに放置せず常に身に付ける

など紛失防止に留意しているか。 

□怒りの感情のままに大声を出したり，不適切な言動や態度をしていないか。 

□自分の机の中に集金などの公金を入れたままにしていないか。 

□体罰と受け取られかねない指導を見かけた場合は，管理職や同僚に 

 報告・相談しているか。 

□最近，様子がいつもと違うなど，気になる同僚はいないか。 

不祥事なんてしないよ。自分には関係ないよ。そう思ってない？ 

不安やストレスをため込んでいない？ストレスの解消法はある？ 

当事者意識をもち，自分事としてとらえることで発生を防止することができます。 

一人一人の倫理観・意識にかかっています。 

時代は変化しています。社会の価値観や学校への態度も変わってきているの

で，自分の基準も常にアップデートしていくことが必要です。 

１人で抱えないようにしましょう。話すこと，相談することで楽になることもあります。 

 
いつも確認しよう！ 
今日も OK？？ 

 

 
何か悩んでいることはありますか？ 

学校や家庭で，それらを話せる人はいますか？ 

 

周りを見渡したとき，様子や行動がいつもと

違うな，という同僚はいませんか？ 


